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 ソフト界面の不思議解明から新機能材料創出へ  

 

１．本領域の目的 

生体分子・高分子などの界面は、外部からの刺激によって構造や性質が大きく変化するソフトな特性をもつ。

この動的な界面をソフトインターフェース（ソフト界面）と定義する。ソフト界面は生物機能の多様性を支える

源になっているばかりでなく、医療を支えるバイオマテリアルやバイオデバイスなどの性能を支配する重要な因

子である。しかし、その分子レベルの研究はほとんど進んでおらず、しばしば従来の知識では理解できない不思

議な現象がみられる。本領域研究では、精密なソフト界面の創成とその特性解析を行い、界面が関与する不思議

な現象・物性を解明しつつ、ソフト界面の特性を活かした機能材料の開発を進めることにより、新たな融合学術

領域を創成することを目的としている。 

２．本領域の内容 

 生体分子を含む界面構成因子を動的・空間的にとらえる「ソフトインターフェースの分子科学」という新しい

観点から、以下の３点を中心に物理、化学、生物学の学際的な共同研究を強力に推進する。 

１）ボトムアップとトップダウンの融合によるソフト界面の精密設計・構築手法を確立する。 

２）新しい計測手法の開発やモデリングに基づきソフト界面の新奇現象を見出し、その謎を解明する。 

３）医療に役立つ分子認識デバイスなど、ソフト界面の特性を活かした新たな機能材料の開発を行う。 

３．期待される成果 

 未来医療を支えるとして注目されるバイオマテリアルやバイオチップ・デバイスにおいて界面の重要性は広く

認識されているものの、生体高分子、高分子電解質、イオン種、水分子などが複雑に関与するため未解明の問題

も数多く存在する。しかし近年、ソフト界面の精密設計・制御や特性解析について独創性の高い研究が急速に進

んできている。それらを糾合して本領域研究を推進することにより、ソフト界面の不思議な現象が次々に解明さ

れ、その特性を活かした新機能材料が創出されると期待される。 

 〔キーワード〕 

ソフト界面：タンパク質・核酸・多糖類などの生体高分子、液晶や両親媒性分子、コロイドな

ど、大きな内部自由度を特徴とする有機物質をソフトマターと総称する。このようなソフトマ

ターが形成する動的な界面をソフト界面と定義する。ソフト界面は溶媒やイオンや基質が介在

する３次元的に厚みのある境界領域であって、その性質は２次元的界面ともバルクとも異なる

ものである。 

 

【科学研究費補助金審査部会における所見】 
本研究領域は、生体分子、高分子などのソフト材料の界面に形成されて機能の源となる界面圏に着目し、その

厚みのある三次元的な場の設計・構築、分子特性の解析に基づいて、それらの知見をバイオ機能の開発に活かす

という、挑戦的かつ独創性の高い課題である。物理、化学、生物の学際領域において界面科学に新しい学理を構

築するという目的が明確であるとともに、動的な界面であるソフトインターフェースを対象として幅広い研究を

結びつける試みは新学術領域研究としても妥当である。計画研究メンバーの実績も十分あり、また、さまざまな

ソフト材料の界面を「創る」「探る」「活かす」というそれぞれの計画研究の目標設定やそれらの連携について

もバランスよく構成されており、本領域研究によりソフトインターフェースを統括する学理が構築され、バイオ

チップ等への応用に向けた設計指針が産み出されることが期待できる。今後はさらに、バイオ材料、バイオデバ

イスのみならずソフト材料全体への展開や人材育成に期待する意見があった。 

 




